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価目的で腹部単純 CT 検査を受けた成人 275 名（男性 188 名、女性 62 名）について
検討した。OSA の重症度指標として、睡眠 1 時間あたりの無呼吸低呼吸数
（Apnea-hypopnea index: AHI）、酸素飽和度低下数、覚醒回数、睡眠中の最低酸素
飽和度、酸素飽和度 90%未満睡眠時間の割合を用いた。内臓脂肪量、皮下脂肪量は臍





析では全男性においても全女性においても、AHI を含む OSA 関連因子はいずれも、
肝臓の脂肪含量の独立規定因子となっていなかった。肥満（肥満度指数 25 kg/m2 以
上）の有無や内臓肥満（内臓脂肪面積 100 cm2以上）の有無で男女それぞれを層別化
して解析すると、内臓肥満のない男性においてのみ、酸素飽和度 90%未満睡眠時間の
割合が肝臓の脂肪含量の独立規定因子となっていた（部分寄与率  15.1%、P 値
<0.001）。また男性では内臓脂肪面積の閾値によらず、酸素飽和度 90%以下睡眠時間




























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 27 年 10 月 28 日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
 
